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　対象患者は平均年齢 65.1 ± 10.7 歳、男性 52 %、糖尿病合併率 39 %、血漿シスチン濃度は 93.6 ± 
24.8  μmol/l  であった。年齢、性別、合併症、その他各パラメータとの関連を検討すると、血漿シス
チン濃度は男性および糖尿病合併患者において高い傾向にあり、透析関連低血圧を合併する患者で
は有意に高値であった( 99.4 ± 21.8 v.s 88.9 ± 26.2 μmol/l, P = 0.014)。また血漿シスチン濃度は年齢、
透析歴、心胸比、血中尿素窒素と有意な正の相関を有し、Ankle-branchial-indexとは有意な負の相関
を認めた。血漿シスチン濃度での四分位群別では血漿シスチン濃度が最も高値の患者群は心血管関
連死亡および全死亡ともに有意に予後不良であった（Kaplan-Meire曲線、心血管関連死亡  :  log  rank 
P = 0.017、全死亡 : log rank P = 0.031 ）。またCox比例ハザードモデル単変量解析で血漿シスチン濃
度の上昇は４年間心血管死亡および全死亡の共通したリスクファクターであり(心血管関連死亡 : HR 
1.026 P = 0.018、全死亡 : HR 1.020 P = 0.009)、多変量解析によって関連因子での補正を行った場合で
も両者に共通した独立リスクファクターであった(心血管関連死亡 : HR 1.030 P = 0.022、全死亡 : HR 
1.022 P = 0.004)。血漿シスチン濃度以外の因子では単変量解析では加齢、透析ダイアライザーのβ2マ
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